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培養細胞は、ヒト角膜上皮細胞(HCE-T)を用いた。EGCG と EGCG3”Me を 5, 
10, 20 Mに調整し、250 nm-400 nmまでの吸収スペクトルを測定した。
HCE-Tに EGCG と EGCG3”Meを 1時間前に前処置し、UV照射 (中心波長 312 
nm、照射量 296 mJ/㎠)を行い、膜脂質過酸化、tumor necrosis factor 
alpha (TNF-α)、 ROS生成、caspase (Casp)-3、-8活性、ミトコンドリ
ア膜電位 (MtMP)を測定し、これらに対する EGCGと EGCG3”Me の抑制効果
を検討した。 
 【結果】  
EGCGと EGCG3”Meの UV吸収スペクトルは、ともに波長 275 nm で吸収極大
を示し、カテキン類の濃度依存的な上昇が認められた。HCE-T 細胞に UV照
射 15分後の膜過酸化脂質の生成量は、UV照射により有意に増加し、EGCG, 
EGCG3”Me 前処置群で有意な抑制を認めた。UV 照射 30 分後の TNF-α生成
量、1 時間後の ROS 蛍光強度、3 時間後の Casp-3、-8 活性は、いずれも
UV照射により有意に増加し、EGCG, EGCG3”Me前処置群で有意な抑制を認








なかった。これは EGCG, EGCG3”Meの持つガレート基構造が UV 吸収能を持
ち、それ自体が UV 吸収剤のような役割を果たし、膜脂質過酸化を減弱さ
せ、細胞を保護する可能性が示唆された。 
 
